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研究概要
医学研究の評価は、多くの場合掲載雑誌のインパクトファクター（IF）や被引用論文数などの量的指標を用いて行

われる。研究者も、研究費の獲得状況、論文数や論文の量的指標を用いて評価されることが多く、研究者はそれら

の評価軸を念頭においた上で研究活動やキャリア選択を行っている。一方で、研究の大型化、ビッグデータ構築など

分業が今まで以上に重要になり、筆頭論文の被引用以外の形でも社会的なインパクトを多くもたらせるようになった

現在、従来の指標では十分な評価が行えていない可能性がある。また、社会医学・公衆衛生の観点からは、今般の

COVID-19 対応のような際には、競争的に独創的な研究を行うだけでなく、協力して情報収集体制を築いた上で即時

性のある情報発信を行うことが意義深い場合もあり、従来の評価軸がそぐわない場面も多いと考えられる。本研究では、

基礎・臨床・社会医学の分野で研究を行う若手医学研究者らの立場から、関係者へのインタビュー調査、研究者への

アンケート調査を行い、現状の評価軸にどのような特徴、課題があるか、将来的にどのような評価方法が考えられる

かについて、検討する。
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